
平成 29 年度事業計画  

 

１．学会活動 ・運営の基盤強化  

公益社団法人に相応しい社会に貢献する学術法人として、理事会が中心となって、目的と

する公益事業推進のための体制を構築し、維持し、改革を進める。  

(1)  企画 ・技術 ・活動賞の定着と、産官学連携の一層の強化  

(2)  寄附金の積極的受け入れと寄附金税額控除法人申請準備  

(3)  若手研究者の拡充を図る。  

(4)  国際団体との連携推進を図る。  

(5)  他学会との連携推進を図る。  

 

 

２．各種事業計画概要  

(1)  会誌、学術刊行物の編集 ・発行   

会誌 「ビタミン」の編集、審査等を厳正に行ない、年 11 回発行 （1 月～12 月を 1 巻 ）す

る。また、公益社団法人日本栄養 ・食糧学会と共同編集して JNSV（英文誌 ）を年 ６回

発行する。  

 

(2)  年次大会、学術講演会  

① 平成 29 年度第 69 回大会  

開 催 日：平成 29 年 6 月 9 日～10 日  

会 場：横浜市開港記念会館 （横浜市中区本町 1-6）  

大会委員長：一瀬  宏  

大会テーマ：ビタミン・バイオファクターによる健康寿命の延伸  

主要プログラム  

 一般演題発表   115 題 （うち、ポスター発表  36 題 ）  

 学会賞等受賞講演  

基調講演  

「Dietary  Supplements  and  Heal th  Promotion :  Assessing theEvidence」 

特別講演  

「超高齢化社会における次世代ヘルスケア産業育成の目的と意義」  

教育講演   

「健康寿命の延伸におけるビタミンの役割とその社会的意義」  

シンポジウム１  

「ビタミン・バイオファクターでアンチエイジング」       

シンポジウム 2  

「アミノ酸代謝を調節する補因子研究の最前線」   

シンポジウム３（日本病態栄養学会合同シンポジウム）  

「臨床におけるビタミン・バイオファクターの最近の話題」     

特別企画  

「ビタミン・バイオファクター科学の後人へのメッセージ」  

   

② 2017 年度市民公開講演会 （公益社団法人ビタミン・バイオファクター協会と共催 ）  

開 催 日：平成 29 年 10 月 20 日 （金 ）  

会 場：関西大学 100 周年記念会館  

世 話 人：吉田  宗弘  他  

 

 

 



③ 平成 29 年度市民公開講座  

（公益社団法人ビタミン・バイオファクター協会 ・伊丹市と共催 ）  

開 催 日：平成 29 年 11 月 11 日 （土 ）  

会 場：いたみホール  

実行委員長：津川  尚子  

テ ー マ：「知っていますか？ビタミンのこと～骨を守るためのビタミン～」  

      

(3)  国際交流活動  

アメリカ栄養学会との連携を推進する。  

 

(4)  学術 ・広報活動  

・ビタミン等についての有用な情報をホームページに掲載する。  

・各種事業の案内 ・募集等を、ホームページに掲載する。  

・ビタミン・バイオファクターなどに関する質問に対し正確に対応する。  

 

３．研究の奨励及び研究業績の表彰  

(1)  平成 29 年度表彰授与式 （平成 29 年度総会時 ）  

    学会賞  2 件、奨励賞  2 件、企画 ・技術 ・活動賞  1 件、功績者  5 名  

 

(2)  学生優秀発表賞  

年次大会において、学生会員の一般演題発表者の中で最も優秀な発表を行った者

に対して授与する。  

 

(3)  若手海外優秀発表賞  

   国際学会等で優秀な発表をした若手研究者を顕彰する。対象は、平成 29 年 4

月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日に開催された国際学会である。  

 

(4)  トピックス貢献賞  

学会誌 91 巻において、会誌の充実及びビタミン学研究の進歩 ・発展のため貢献度の

高いトピックスを投稿した研究者に対し賞を授ける。  


